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今
年
は
、
正
月
か
ら
雪
の
消
え

な
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
寒
さ
も
緩
み
は
じ
め
、

庭
に
は
節
分
草
や
福
寿
草
が
咲
き

出
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
自
分
の
力
量
も
顧
み
ず

自
治
会
長
の
大
役
を
お
引
き
受
け

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雪

に
見
舞
わ
れ
不
安
の
中
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
何
と

か
大
過
な
く
終
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
協
議
員

の
皆
様
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
と
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
之
条
は
上
田
市
の
中
で
も
比

較
的
駅
に
近
く
、
平
坦
地
で
小
学

校
、
保
育
園
、
医
院
な
ど
が
有
っ

て
大
変
住
み
や
す
い
所
だ
と
思
い

ま
す
。
会
員
も
年
々
増
え
て
、
昨

年
は
世
帯
数
も
千
戸
を
超
え
ま
し

た
。
若
い
方
々
が
住
む
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
高
齢
化
率
も

大
変
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
自
然
災
害
が
多
発
し
て
、

今
年
の
冬
は
大
変
寒
く
、
雪
か

き
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
し
た
が
、

昨
年
の
様
な
大
雪
も
な
く
有
難
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
日
一
日
と
暖

か
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

自
治
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃

よ
り
自
治
会
へ
の
ご
協
力
を
賜
わ

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
の
選
挙
に
よ
り
自

治
会
長
の
当
選
通
知
を
受
け
ま
し

た
。
私
自
身
そ
ん
な
器
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
お
引
き
受
け
し
た

以
上
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

一
年
間
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
変
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
所
、

幸
い
に
も
副
自
治
会
長
に
中
沢
伸

吉
氏
、
会
計
に
真
野
裕
司
氏
、
総

務
部
長
に
塚
田
吉
和
氏
と
、
優
秀

な
方
に
三
役
を
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
協
議
員
の
公
民
館

長
小
林
千
洋
氏
、
市
議
会
議
員
小

坂
井
二
郎
氏
を
始
め
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
も
有
能
な
協
議
員
の
方
々

を
選
出
し
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、

皆
様
と
協
力
し
て
自
治
会
運
営
に

あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
治

会
の
皆
様
に
は
ご
支
援
ご
協
力
を
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
月
十
六
日
、
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
「
も
う
か
り
ま
す
詐
欺
」
等
、

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
座
談
会

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
県
警
や

県
、
市
、
金
融
機
関
の
関
係
者
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
市
内
の
自
治

会
長
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
三

百
二
十
人
が
特
殊
詐
欺
の
手
口
や

被
害
の
実
情
を
学
び
ま
し
た
。
私

も
被
害
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
中
、
長
野
県
内
の

発
生
状
況
は
、
認
知
件
数
百
九
十

件
、
被
害
総
額
十
億
三
千
万
円
、

全
発
生
件
数
の
う
ち
三
十
％
が

架
空
請
求
詐
欺
、
二
十
六
％
が
オ

レ
オ
レ
詐
欺
、
そ
の
他
融
資
保
証

金
詐
欺
、
金
融
商
品
取
引
名
目
の

詐
欺
、
還
付
金
等
詐
欺
が
続
き
ま

す
。上

田
市
の
発
生
状
況
は
、
認
知

件
数
十
一
件
、
被
害
総
額
五
千
九

百
万
円
、
全
発
生
件
数
の
う
ち
四

十
五
％
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
二
十

七
％
が
架
空
請
求
詐
欺
、
被
害
額

全
体
の
四
十
七
％
が
架
空
請
求
詐

欺
、
三
十
三
％
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

十
九
％
が
金
融
商
品
等
取
引
名
目

詐
欺
と
続
き
、
被
害
者
の
九
十
％

以
上
が
無
職
の
高
齢
者
と
の
事
だ

そ
う
で
す
。

詐
欺
に
合
う
の
は
、
恥
ず
か
し

い
こ
と
と
思
い
、
表
に
出
な
い
被

害
者
も
大
勢
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

誘
い
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

家
族
や
身
近
な
人
、
警
察
に
相
談

す
る
こ
と
が
ま
ず
重
要
。
息
子
や

孫
の
名
を
騙
る
電
話
で
お
金
の
話

が
出
た
ら
、
詐
欺
と
思
い
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

私
も
地
域
の
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
立
場
で
あ
り

ま
す
の
で
、
自
治
会
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
昨
年
の
自
治

会

四
役
は
じ
め
協
議
員
の
皆
様
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
今
年

一
年
、
自
治
会
の
皆
様
が
ご
健
康

で
ご
活
躍
さ
れ
る
事
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
年
で
し
た
。
中
之
条
で
も
い
つ

何
時
、
災
害
が
起
き
る
と
も
限
り

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は
、
お
隣
さ
ん
や
、

ご
近
所
の
人
た
ち
で
す
。
普
段
か

ら
ご
近
所
同
士
の
お
付
き
合
い
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
互
い
に
助
け
合
い
、
協
力
し

合
っ
て
こ
そ
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

春
と
秋
の
環
境
整
備
作
業
で
協

力
し
あ
っ
た
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
や

公
民
館
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
て

会
員
の
方
々
が
親
し
く
な
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

公
民
館
活
動
の
中
の
各
ク
ラ
ブ

で
は
、
大
変
魅
力
あ
る
活
動
を
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
規
の

入
会
者
が
少
な
く
て
会
員
が
高
齢

化
し
減
少
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私
も
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な

か
っ
た
卓
球
を
、
今
年
は
卓
球
同

好
会
の
皆
さ
ん
と
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
自
治
会
四
役
さ
ん
は

じ
め
役
員
の
皆
様
方
は
、
力
量
、

経
験
と
も
に
豊
か
で
自
治
会
発
展

の
た
め
に
多
い
に
寄
与
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
自
治
会
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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編集委員
長岡義憲 伊沢崇 五十里勝美 塚田吉和

田中孝義 大庭邦敬 中村勝則

長

岡

義

憲

伊

沢

崇

塚

田

吉

和

待
望
の
北
陸
新
幹
線
が
い
よ
い

よ
開
通
で
す
ね
。
皆
さ
ん
旅
行
な

ど
ご
予
定
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

さ
て
今
年
は
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
と

編
集
委
員
と
い
う
大
任
を
仰
せ
つ

か
り
今
ま
で
自
治
会
に
関
心
の
な

か
っ
た
私
で
す
が
一
年
間
頑
張
り

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

原作 長岡秀貴（中之条在住）
主演 三浦貴大（山口百恵さんの息子）
監督 森谷 雄

私
の
弟
が
、
八
年
前
に
書
い
た

本
が
映
画
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ル
上
田
ロ
ケ
。
見
慣
れ
た

景
色
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
る
不
思
議
さ
、
嬉
し
さ
。

私
の
家
ま
で
出
て
き
ま
し
た
。

弟
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
沢
山
の

友
達
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
秀
（
ヒ
デ
）
と
呼

ば
れ
る
、
や
ん
ち
ゃ
で
頼
も
し
い

男
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
高
く
夢
を

実
現
す
る
べ
く
行
動
し
、
努
力
し

人
脈
を
築
き
、
安
定
し
た
高
校
教

師
と
い
う
職
を
捨
て
、
学
校
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

彼
は
、
あ
た
り
ま
え
に
着
実
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。
周
り
に
沢
山

の
友
と
仲
間
が
居
た
か
ら
で
す
。

今
、
映
画
が
全
国
で
放
映
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

ジ
ャ
イ
ア
ン
の
志
が
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
届
く
事
を
切
に
願
う

兄
で
す
。

侍
学
園
（
通
称
サ
ム
ガ
ク
）
と

は
、
長
野
県
上
田
市
に
あ
る
若
者

の
自
立
を
支
援
し
て
い
る
日
本
一

小
さ
な
学
校
。

若
年
者
の
自
立
と
就
労
を
支
援

す
る
民
間
の
教
育
施
設
と
し
て
、

生
活
改
善
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
醸
成
等
を
通
し
て
、
社

会
で
の
生
き
辛
さ
に
悩
む
若
者
が

自
分
ら
し
く
充
実
し
た
人
生
を
送

れ
る
よ
う
に
後
押
し
し
て
い
る
。

（
長
岡
氏
公
式
ブ
ロ
グ
よ
り
抜
粋
）

法
人

侍
学
園

ス
ク
オ
ー
ラ
・今
人
理
事
長

長

岡

秀

貴

N
P
O

サ
ム
ラ
イ
フ
と
弟
と
私

中
之
条
自
治
会
報
第
百
五
十
五

号
を
発
刊
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

六
名
の
編
集
委
員
と
と
も
に
作
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

年
三
回
の
発
行
で
百
五
十
五
号
。

五
十
年
を
超
え
る
中
之
条
自
治
会

の
歴
史
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、

ど
の
よ
う
な
方
々
が
こ
の
「
千
曲

藻
」
を
立
ち
上
げ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
ご
苦
労
た
る
や
、
想
像

に
余
り
あ
り
ま
す
。

営
々
と
粛
々
と
継
承
さ
れ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
と
素
晴
ら
し
さ
。

私
達
編
集
委
員
も
、
そ
の
一
翼
を

担
え
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
私
の
わ
が
ま
ま
を

お
聞
き
い
た
だ
き
、
レ
イ
ア
ウ
ト

校
正
、
印
刷
、
す
べ
て
編
集
委
員

に
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

印
刷
は
城
南
公
民
館
の
高
速
輪

転
機
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

関
係
で
、
例
年
に
比
べ
て
刷
り
上

が
り
品
質
に
多
少
の
難
が
あ
り
ま

す
こ
と
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
の
一
人
、
長
岡
君
の

熱
い
想
い
を
受
け
て
、
全
国
に
先

駆
け
上
映
さ
れ
た
「

サ
ム
ラ
イ

フ

」
を
ア
リ
オ
に
観
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
舞
台
挨
拶
が
予
定
さ

れ
て
い
た
二
回
の
チ
ケ
ッ
ト
は
す

べ
て
完
売
。
満
席
の
客
席
に
は

中
之
条
の
見
知
っ
た
お
顔
が
チ
ラ

ホ
ラ
。
そ
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
の
中

に
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
見
知
っ

た
お
顔
が
チ
ラ
ホ
ラ
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
実
話
）
に

あ
り
が
ち
な
、
説
明
臭
さ
も
な
く
、

テ
ン
ポ
よ
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ス

ト
ー
リ
ー
。
主
人
公
ナ
ガ
オ
カ
の

想
い
に
、
時
に
ぶ
つ
か
り
、
時
に

共
感
し
、
学
校
設
立
に
向
け
て
奮

闘
し
続
け
る
青
春
群
像
。

若
手
俳
優
と
、
そ
れ
を
周
り
か

ら
ガ
ッ
チ
リ
と
支
え
る
ベ
テ
ラ
ン

俳
優
陣
。
隣
で
観
て
い
た
息
子
夫

婦
の
、
こ
っ
そ
り
と
目
頭
を
ぬ
ぐ

う
姿
に
、
世
代
を
越
え
て
伝
わ
る
、

ナ
ガ
オ
カ
の
想
い
を
確
信
し
ま
し

た
。中

之
条
の
仲
間
の
生
き
ざ
ま
が

映
画
に
な
り
ま
し
た
。
誇
ら
し
い

限
り
で
す
。
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平
成
二
十
七
年
度

新
年
総
会
報
告

副
自
治
会
長

中

沢

伸

吉

市
議
会
議
員

小
坂
井

二
郎

市
政
報
告

平
成
二
十
七
年
一
月
十
一
日
午

後
一
時
か
ら
中
之
条
公
民
館
に
お

い
て
、
自
治
会
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
司
会
者
の
西
沢
俊
朗
副

自
治
会
長
か
ら
当
日
の
出
席
者
と

委
任
状
の
総
数
が
過
半
数
に
達
し
、

総
会
が
成
立
し
た
旨
の
報
告
後
、

阿
部
二
郎
自
治
会
長
か
ら
、
平
成

二
十
六
年
度
の
事
績
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

春
先
の
大
雪
に
つ
い
て
は
想
定

外
の
積
雪
量
で
あ
り
、
自
治
会
内

の
自
治
会
員
の
困
窮
対
策
の
た
め

に
行
政
の
助
成
金
を
も
と
に
、
除

雪
機
を
購
入
し
中
之
条
自
治
会
館

に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

土
木
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
変
更
工
事
，
道

路
工
事
、
南
小
学
校
前
の
舗
装
修

理
、
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
水
路
蓋
改
修

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
桑
原
秀
明
会
計
よ
り

一
般
会
計
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ―

会

館
建
設
会
計
、
特
別
会
計
、
上
田

わ
っ
し
ょ
い
会
計
の
収
支
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
中
沢
和
彦
公
民
館
主
事
か

ら
、
公
民
館
会
計
の
収
支
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
収
支
報
告
に
対
し
、
中

澤
照
夫
監
査
委
員
か
ら
、
い
ず
れ

の
会
計
に
つ
い
て
も
、
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
た
旨
の
監
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
墓
地
緑
地
管
理
委
員
の
田

中
利
明
念
仏
堂
会
計
よ
り
収
支
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
と
く
に
質
疑

も
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
西
沢
俊
郎
副
自
治
会

長
よ
り
新
役
員
の
紹
介
後
、
阿
部

二
郎
自
治
会
長
退
任
挨
拶
、
西
沢

孝
夫
新
自
治
会
長
就
任
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
西
沢
俊
朗
氏
を
議
長
に

選
出
し
、
書
記
に
長
岡
義
憲
氏
、

中
村
勝
則
氏
、
議
事
録
署
名
人
に

田
中
孝
義
氏
、
小
林
将
氏
が
議
長

よ
り
指
名
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

第
一
号
議
案

（
平
成
二
十
七
年
度
収
支
予
算
案

に
つ
い
て
）

真
野
裕
司
会
計
よ
り
、
提
案
説

明
が
あ
り
予
算
案
は
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

（
平
成
二
十
七
年
度
会
計
監
査
員

選
出
に
つ
い
て
）

中
沢
和
彦
氏

矢
島
省
語
氏

が
推
薦
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

（
そ
の
他
に
つ
い
て
）

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
西
沢
誠
氏
よ
り

公
民
館
大
広
間
畳
の
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
と
の
ご
意
見
が
あ
り
、

畳
が
よ
い
か
板
張
り
の
フ
ロ
ア―

化
検
討
を
、
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
布
施
広
氏
よ
り

予
算
案
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
繰

越
金
に
つ
い
て
、
特
別
会
計
に
予

算
を
振
り
分
け
特
別
会
計
の
金
額

を
増
や
し
て
と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

新
年
度
役
員
か
ら
の
二
つ
の
提

案
に
対
し
、
今
年
度
協
議
会
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
る
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
議
案
が
承
認
さ

れ
、
総
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
恒
例
の
新
年
祝
賀

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
一
年
間
自
治
会
運
営

に
ご
尽
力
さ
れ
た
旧
役
員
の
皆
様

の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、
総
会
報
告

と
致
し
ま
す
。

太鼓を鳴らし、道祖神祭のおふれに回る子供達

西
沢
孝
夫
新
自
治
会
長
の
も
と

で
、
平
成
二
十
七
年
度
が
ス
タ
ー

ト
を
致
し
ま
し
た
。
阿
部
二
郎
前

自
治
会
長
と
伴
に
、
一
年
間
の
自

治
会
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
公
民

館
や
各
団
体
の
皆
様
に
は
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

の
十
月
二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

「
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
」
（
交
流
文

化
芸
術
セ
ン
タ
ー
。
上
田
市
立
美

術
館
）
は
、
こ
け
ら
落
と
し
公
演

と
し
て
「
さ
だ
ま
さ
し
コ
ン
サ
ー

ト
」
や
、
「

交
響
楽
団

上
演
公
演
」
、
蜷
川
幸
雄
氏
演
出

の
「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」

宝
塚
星
組
に
よ
る
「
風
と
共
に
去

り
ぬ
」
上
田
公
演
、
さ
ら
に
は
新

国
立
劇
場
バ
レ
エ
団
の
「
シ
ン
デ

レ
ラ
」
な
ど
、
日
頃
は
東
京
ま
で

行
か
な
く
て
は
見
ら
れ
な
い
多
く

の
作
品
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
は
、
こ
と
ご
と
く
抽
選
に

は
ハ
ズ
レ
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆

様
の
中
に
は
好
運
に
恵
ま
れ
た
方

も
居
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

特
に
「
さ
だ
ま
さ
し
コ
ン
サ
ー

ト
」
は
、
さ
だ
企
画
の
ご
配
慮

N
H
K

に
よ
り
、
通
常
通
常
の
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
会
員
へ
の
先
行
販
売
を
や
ら

ず
、
上
田
市
民
枠
を
と
っ
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
生
さ
だ
ま
さ
し
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
事
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
市
民
が

集
え
る
施
設
と
し
て
、
活
用
さ
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
工
事
が
進
ん

で
い
た
「
市
道
小
牧
丸
子
線
は
、

平
成
二
十
三
年
四
月
の
落
石
事
故

以
来
、
一
時
通
行
止
め
に
な
る
な

ど
市
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
お
掛
け

し
て
来
ま
し
た
が
、
工
事
の
進
行

も
早
く
、
よ
う
や
く
七
月
中
旬
の

完
成
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
千
曲
川
の
増
水
や
冬
の
凍
結

に
よ
る
事
故
も
緩
和
さ
れ
る
事
と

思
い
ま
す
。

今
年
は
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業

が
三
月
十
四
日
に
決
ま
り
、
一
ヶ

月
前
の
二
月
十
四
日
か
ら
チ
ケ
ッ

ト
が
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
上
田

～
金
沢
間
の
料
金
は
九
千
五
百
二

十
円
で
東
京
へ
行
く
よ
り
も
三
千

円
ほ
ど
高
く
な
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
善
光
寺
御
開
帳
が
四
月

五
日
～
五
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
の
撮
影
開
始
や
上
田
城
千
本

桜
ま
つ
り
も
あ
り
、
上
田
市
周
辺

は
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
事
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

三
月
議
会
で
は
、
「
真
田
丸
」

関
連
で
約
九
億
円
の
予
算
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
上
田
・
真
田
地
域

の
道
路
整
備
や
施
設
の
改
修
で
す

が
、
観
光
客
の
皆
様
を
、
お
も
て

な
し
の
心
で
迎
え
ま
す
。

N
H
K

中 之 条 自 治 会 報 (9) 第155号平成27年3月15日(2015)

二
十
七
年
度
総
代

吉

原

修

一

宮
川
神
社
よ
り

氏
子
会
員
の
お
誘
い

本
年
度
神
社
総
会
に
お
い
て
、

神
社
損
傷
箇
所
の
補
修
工
事
と
、

危
険
枝
の
伐
採
が
承
認
さ
れ
、
本

年
度
に
着
手
さ
れ
ま
す
。

枝
伐
採
に
は
、
改
修
委
員
長
と
、

市
議
、
数
名
の
改
修
委
員
が
市
と

交
渉
を
し
、
助
成
金
を
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
自
治
会
か
ら
も

応
援
を
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
元

気
な
神
社
を
皆
様
と
お
守
り
し
て

行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
伝
統
あ

る
神
社
を
伝
承
し
て
行
く
に
は
氏

子
会
の
お
力
が
不
可
欠
で
す
。
神

社
の
歴
史
を
紹
介
し
、
氏
子
会
員

の
お
誘
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
川
神
社
は
、
小
県
郡
史
に
、

正
元
元
年
（
一
二
五
八
）
八
幡
宮

再
建
と
あ
り
、
永
正
四
年
（
一
五

〇
七
）
大
洪
水
に
よ
り
、
宮
方
に

遷
座
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

後
世
に
な
り
、
武
田
信
玄
と
、

村
上
義
清
が
死
闘
を
繰
り
返
し
た

上
田
原
合
戦
と
な
り
ま
す
。
武
田

の
古
例
に
よ
り
、
中
之
条
村
人
が

武
運
長
久
を
祈
っ
て
神
縄
を
奉
納

し
、
参
戦
し
た
と
あ
り
ま
す
。

今
で
も
正
月
に
は
神
縄
を
張
り

渡
し
、
県
下
で
も
例
の
な
い
神
事

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
前
総
代

西
澤
信
義
氏
文
引
用
）

春
爛
漫
の
春
祭
り
、
皆
笑
顔
の

豊
作
秋
祭
り
、
今
年
も
無
事
過
ご

せ
た
感
謝
の
二
年
詣
り
、
真
に
宮

川
神
社
は
「
中
ん
条
人
」
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
こ
の
地
に
住
め

ば
皆
「
中
ん
条
人
」
参
拝
済
ま
せ

ば
心
落
ち
着
き
、
清
々
し
さ
が
心

に
残
る
だ
け
。
お
出
掛
け
下
さ
い
。

◎

今
後
の
行
事
予
定

三
月
二
十
二
日

新
入
学
児
童
安
全
祈
願
祭

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
必
勝
祈
願
祭

四
月
十
一
日
～
十
二
日

春
祭
り

十
月
十
日
～
十
一
日

秋
祭
り

十
二
月
二
十
日

大
祓
い

十
二
月
三
十
一
日

二
年
詣

翌
年

一
月
一
日

初
詣

一
月
十
日

神
縄
張
り

平
成
二
十
七
年
度

宮
係

新
道

吉
原

修
一

上
組

斉
藤

嘉
市

下
組

中
沢

正
利

宮
方

阿
部

二
郎

柳
堂

関

和
義

六
工
東

上
条

隆
男

六
工
南

中
沢

章
匡

お
電
話
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
三
月

戴
き
て
香
り
楽
し
む
蕗
の
塔

春
中
ば
慕
わ
れ
し
去
る
墨
画
の
師

赤
松
碑
梅
一
輪
に
戻
り
来
る

城
あ
と
に
春
待
ち
人
の
笑
い
声

行
く
春
や
明
日
は
大
賀
で
琴
弾
か
む

菜
の
花
の
黄
鮮
や
か
な
畑
に
入
る

桜
並
木
千
本
桜
や
犬
は
無
視

山
桜
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
太
郎
山

南
よ
り
桜
前
線
上
田
着

山
桜
お
ご
ら
ぬ
姿
見
え
か
く
れ

桜
咲
き
胸
の
よ
ど
み
が
消
え
て
ゆ
く

花
冷
え
に
襟
立
て
急
ぐ
子
供
達

老
ざ
く
ら
母
の
忌
の
よ
に
散
り
終
わ
る

記
念
樹
の
桜
遠
く
の
孫
想
う

お
し
ゃ
べ
り
は
友
の
手
作
り
桜
餅

春
の
水
勢
い
増
し
て
川
流
る

春
う
ら
ら
千
曲
を
渡
る
電
車
笛

流
れ
急
ぐ
千
曲
に
春
の
訪
ず
れ
り

庭
植
の
一
本
桜
咲
き
出
せ
り

山
ざ
く
ら
一
棟
越
え
て
又
一
棟

ボ
ー
ル
け
る
男
女
の
生
徒
春
の
庭

北
へ
向
く
児
童
の
像
や
春
日
受
け

父
母
の
想
い
出
桜
今
さ
か
り

子
ら
想
う
思
い
の
ま
ま
に
桜
満
つ

エ
プ
ロ
ン
の
手
伝
ひ
踊
る
ひ
な
や
か
に

岩
清
水
器
に
つ
め
て
場
所
ゆ
づ
る

ツ
バ
メ
来
し
休
む
こ
と
な
く
飛
び
交
す

春
が
来
る
カ
ラ
ス
の
群
集
千
曲
川

庭
植
え
の
枝
垂
れ
桜
咲
き
初
め
し

年
ご
と
に
城
址
の
桜
見
に
通
う

選
者
吟

信
濃
柿
知
る
人
の
減
り
坂
小
路

花
あ
か
り
園
児
の
眠
り
保
育
室

山
岸

弘
明

小
坂
井

二
郎

山
岸

久
子

中
澤

幾
重

中
澤

ま
つ
子

田
中

正
雄

山
岸

昌
子

傘
木

敬
子

板
垣

靜
子

倉
島

政
夫

山
辺

真
砂
子

片
山

貞
子

斉
藤

す
み
江

笹
木

み
つ
子

宮
尾

く
に



「 家から三つ、お供えの餅を持っていくと、違う家の餅を
一つ、お返しにくれるんだが、時々甘い餅があって、もちろん砂糖
じゃなくて、合成ものさ。それでもうれしくてなぁ・・・
それほど、何にも無かった時代だったけど、毎日が楽しかったね！」

中 之 条 自 治 会 報 平成27年3月15日(2015)(7) 第155号 中 之 条 自 治 会 報 平成27年3月15日(2015)(4) 第155号

取
材
協
力

和
田

貢
さ
ん

中
之
条
道
祖
神
祭

今
昔
物
語

道祖神とは、厄災の侵入防止や
子孫繁栄等を祈願するために
村の守り神として主に道の辻に
祀られている民間信仰の石仏

毎年（今年は１月３１日）夕方６時、自治会、公民館、PTA
の役員さん達が新道にある道祖神に、１００円玉８枚をポ
ケットに忍ばせて集合します。
大体１時間かけて、８箇所の道祖神を回ります。

戦前までの道祖神祭は、小学生男子のみのお祭り。
大人は一切、手も口も出さない、子供達だけのお祭
りでした。女子が参加したのは、戦後世の中が落ち
着いてきた頃からでした。

小学６年生の兄ちゃんの一人が「 大頭領 」、他の
６年生は「 頭領 」となり、地区の後輩を仕切り
完全なピラミッド構造の縦社会を作っていきました。

１１月頃から、準備が始まります。町中から、ムシロや
カイコ籠を集めて、道祖神を囲うように支柱を立てる
穴を掘ります。凍っても穴がふさがらないように、モミ
殻を詰めておきます。

「 違う地域の小屋を、壊しに行ったもんだ 」 と和田さん
「 学校に行くと仕返しあるから、兄ちゃん達のあとに
金魚のフンみたいにくっついていたもんさ 」

暖かい、温かい思いやりが
うれしいお祭りです

私が生まれる前から
中之条に道祖神祭は
あったようだね

私も小学校に入って
大きな兄ちゃんの
うしろについて

徒党を組んで遊んで
もらったものだよ

「 お賽銭で買った文房具を、
大頭領が分けるんだが

物の何にも無かった時代だから、
兄ちゃん達がもらう

ノートや鉛筆が羨ましくてなぁ 」
と 和田さん

さあさあ！
腹の中から
温ったまって
くださいね～

それぞれの地域に、継承されている特色があり
おでんだったり、おかきだったり、つけものだったり
甘茶とともにお参りに来てくれる住民の皆様に
振舞われます

旧区割りがまだ生きている道祖神祭り
「 新道１・新道２・宮方・柳堂・六工・上組・下組・四ツ屋県住 」
ところが現在の８ブロックで分けると
道祖神がなくなる地域と、２つある地域が出来てしまいます
いつかは消えていってしまう旧地名・・・どうしたらよいか・・・模索中です

暗くなりかけた路地裏の雪道を歩きます
もらったミカンやお菓子でポケットは一杯
心もほんわかと温かくなっていきます

写真提供
公民館会計
藤井健一さん

昭和初期の頃の道祖神祭の風景
（公民館に展示された資料より）
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生
活
環
境
部

部
長

高

田

進

各
団
体
責
任
者
の
皆
様敬

称
略

土
木
部

部
長

輿

水

勝

男

安
全
部

部
長

神

谷

博

継

防
犯
部

部
長

関

文

博

第
六
分
団

班
長

中

沢

政

彦

農
業
協
議
会

会
長

西

沢

啓

男

精
穀
所

組
合
長

小
坂
井
幹
雄

営
農
推
進
委
員
会

委
員
長

田

中

智

志

山
林
組
合

組
合
長

田

中

忠

男

平
成
二
十
七
年
度
山
林
組
合
第

四
十
五
回
定
期
総
会
が
一
月
十
八

日
十
三
時
よ
り
公
民
館
で
、
組
合

員
数
百
二
十
四
名
中
、
三
十
七
名

の
出
席
、
委
任
状
提
出
者
三
十
五

名
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
績
報
告
の
主
要
事
項
と
し
て
、

大
沢
山
に
つ
き
ま
し
て
は
、
契
約

機
関
の
延
長
が
有
り
ま
し
た
。

現
在
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
五

日
か
ら
平
成
三
十
年
十
一
月
四
日

ま
で
の
七
十
年
間
と
な
っ
て
い
る

も
の
を
、
変
更
後
は
平
成
五
十
年

十
一
月
四
日
ま
で
の
九
十
年
間
と
、

二
十
年
間
の
延
長
を
し
ま
し
た
。

硯
澤
山
に
つ
き
ま
し
て
は
、
硯

澤
併
用
林
道
道
下
の
松
茸
山
一
号

区
の
松
茸
最
多
発
生
箇
所
で
有
る

送
電
下
に
生
え
て
い
る
赤
松
が
、

長
さ
約
百
十
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

二
十
五
メ
ー
ト
ル
に
亘
っ
て
送
電

下
支
障
木
と
し
て
三
百
二
十
七
本
、

（
材
積
二
十
二
立
方
メ
ー
ト
ル
）

が
伐
採
さ
れ
た
事
に
よ
る
補
償
と

し
て
、
買
受
者
へ
買
受
代
金
の
半

額
の
補
償
が
実
施
さ
れ
た
事
を
報

告
後
、
引
き
続
い
て
総
収
入
百
二

十
六
万
三
千
六
百
九
十
八
円
、
総

支
出
二
十
万
九
千
五
百
二
十
八
円
、

差
引
残
高
百
五
万
四
千
百
七
十
円

の
会
計
報
告
が
有
り
、
続
い
て
監

査
報
告
が
な
さ
れ
質
疑
応
答
に

入
っ
た
が
、
特
段
意
見
も
出
ま
せ

ん
で
し
た
。

山
林
組
合
総
会
報
告

組
合
長

田
中

忠
男

続
い
て
議
長
選
出
に
入
り
、
議

長
に
西
澤
敏
郎
氏
、
書
記
に
尾
崎

政
司
氏
・
山
岸
英
樹
氏
、
議
事
録

署
名
人
に
中
沢
政
嗣
氏
・
中
沢
俊

一
氏
を
選
任
後
、
議
事
に
入
り
、

二
十
七
年
度
山
林
作
業
、
山
林
作

業
手
当
、
退
会
者
及
び
退
会
慰
労

金
、
組
合
費
に
つ
い
て
一
括
提
案

し
、
山
林
作
業
に
つ
い
て
は
本
年

度
は
無
い
事
、
事
業
は
無
い
が
予

期
せ
ぬ
出
来
事
が
発
生
し
、
作
業

が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、
大
沢
・

硯
沢
山
七
千
円
、
紅
平
山
六
千
円

と
従
来
通
り
と
す
る
事
、
退
会
申

し
出
が
新
道
部
の
田
中
清
志
氏
・

川
合
重
之
氏
・
竹
内
強
氏
、
柳
堂

部
の
山
岸
進
氏
・
六
工
部
の
中
沢

卓
二
氏
よ
り
有
り
、
従
来
通
り
の

三
千
円
の
慰
労
金
を
お
支
払
い
す

る
事
、
組
合
費
に
つ
い
て
も
従
来

通
り
千
五
百
円
と
す
る
事
等
を
提

案
し
、
質
疑
応
答
に
入
っ
た
が
意

見
も
無
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
中
沢
会
計
よ
り
百
二
十

四
万
円
余
の
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

質
疑
応
答
に
入
っ
た
が
、
意
見
も

な
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
項
に
つ
い
て
も
特
に

質
問
、
意
見
も
無
く
一
時
間
余
り

で
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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あ
ん
た
が
主
役
！

公
民
館
長

小

林

千

洋

「
あ
ん
た
が
大
将
」
も
と
い

「
あ
ん
た
が
主
役
！
」

西
沢
孝
夫
自
治
会
長
よ
り
本
年
度
、

公
民
館
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
小

林
で
す
。

「
あ
ん
た
が
大
将
」
懐
か
し
く
思

わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
九
七
七
年
の
海
援
隊
の
ヒ
ッ

ト
曲
で
す
。
私
が
就
職
し
た
年
の

曲
で
、
題
名
だ
け
脳
裏
に
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

一
直
線
に
進
む
新
人
の
私
は
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
軋
轢
を
生
じ
て

い
ま
し
た
。
悩
む
中
で
、
こ
の
言

葉
を
つ
ぶ
や
い
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

職
場
の
ボ
ス
が
、
そ
っ
と
教
え

て
く
れ
た
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

「
俺
が
俺
が
の
我
を
捨
て
て
、
君

が
君
が
の
ガ
で
生
き
る
」
以
来
、

こ
の
二
つ
の
言
葉
が
、
頑
固
な
私

に
と
っ
て
最
高
の
人
生
訓
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
活
動
に
お
い
て
は
、
区

民
の
皆
さ
ん
が
主
役
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
公
民
館
の
役
割
は
、
そ
の

主
役
が
主
役
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
に
助
成
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
ど
も
公
民
館
運
営

館
長
を
拝
命
す
る
に
当
た
っ
て
、

前
館
長
の
中
澤
史
典
さ
ん
に
副
館

長
を
お
願
い
し
、
前
会
計
の
中
澤

和
彦
さ
ん
に
主
事
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
異
例
の
こ
と
で
も
あ
り
記

し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

本
年
度
行
事
予
定

★
体
育
関
係

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
（
五
月
）

区
民
球
技
大
会

（
六
月
）

城
南
地
区
運
動
会

（
十
月
）

★
文
化
活
動

各
部
発
表
・
合
同
懇
親
会（

四
月
）

上
田
わ
っ
し
ょ
い

（
七
月
）

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

（
八
月
）

し
い
の
み
園
合
同
文
化
祭

第
四
一
回
城
南
地
区
文
化
祭

各
部
活
動
報
告
会

★
社
会
教
育
活
動

人
権
教
養
講
座

青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会

人
権
同
和
教
育
懇
談
会

平
成
二
十
七
年
度
役
員
及
び
運

営
委
員
紹
介
（
敬
称
略
）

館
長

小
林

千
洋

副
館
長

中
澤

史
典

主
事

中
澤

和
彦

会
計

藤
井

健
一

青
少
年
育
成
指
導
員
金
子

厚
志

自
治
委
員

第
一
ブ
ロ
ッ
ク

吉
田
紀
代
子

第
二
ブ
ロ
ッ
ク

高
橋

隆
太

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

佐
藤

誠

第
四
ブ
ロ
ッ
ク

松
本

博

第
五
ブ
ロ
ッ
ク

五
十
里
勝
美

第
六
ブ
ロ
ッ
ク

吉
原

弘
雅

第
七
ブ
ロ
ッ
ク

田
中

康
公

第
八
ブ
ロ
ッ
ク

岩
崎

春
江

委
員
は
、
主
役
を
引
き
立
て
る
脇

役
、
こ
ん
な
ス
タ
ン
ス
で
こ
の
一

年
を
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
「
活
き
の

い
い
魚
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
ふ
う
に

活
き
て
い
ま
す
か
？

「
終
活
」
し
て
い
る
か
ら
活
き
て

い
る
、
な
ん
て
の
は
ダ
メ
で
す
よ
。

「
こ
れ
」
を
し
て
い
た
ら
楽
し
い
。

も
っ
と
「
こ
れ
」
を
上
手
に
な
り

た
い
。
健
康
の
為
に
「
こ
れ
」
を

し
た
い
等
。
人
間
は
、
夢
や
希
望
、

欲
望
を
持
っ
て
い
る
と
生
き
生
き

と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
「
こ
れ
」
を

お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

公
民
館
で
是
非
「
こ
れ
」
を
や
っ

て
下
さ
い
。
活
き
の
い
い
人
間
に

な
っ
て
人
生
一
〇
〇
年
、
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
私
の
「
こ
れ
」
と
は
、

囲
碁
と
自
然
農
法
に
よ
る
自
給
自

足
。
あ
こ
が
れ
て
い
る
ば
か
り
で

一
歩
も
前
に
進
ま
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
般
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
が
初

心
者
を
指
導
し
て
下
さ
る
と
い
う

こ
と
で
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
も
く
ず
会
に

入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
蕎
麦
の
種

ま
き
か
ら
収
穫
、
蕎
麦
打
ち
ま
で

計
画
さ
れ
て
い
て
今
か
ら
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
自
身
の
「
こ
れ
」
に

積
極
的
に
取
組
ん
で
下
さ
い
。

公
民
館
も
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

致
し
ま
す
。
新
し
い
ク
ラ
ブ
が
立

ち
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
会
長

和
田

淳

Ｐ
Ｔ
Ａ
中
学
校
支
部
長

丸
山

礼
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
小
学
校
支
部
長

高
橋

勇
一

ふ
れ
あ
い
協
議
会
会
長

高
田
ふ
き
子

ク
ラ
ブ
長

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

立
岩

和
夫

民
謡
ク
ラ
ブ

足
立

敏
男

花
と
緑
の
会

西
澤

和
也

謡
曲
ク
ラ
ブ

田
中

忠
男

囲
碁
ク
ラ
ブ

桑
原

晃

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

田
中

忠
男

も
～
い
ぃ
会

小
沢

節
子

フ
ラ
・
ア
ロ
ハ

田
中
す
き
江

中
之
条
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ

塚
田

吉
和

☆
各
ク
ラ
ブ
で
は
新
入
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
各

ク
ラ
ブ
長
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

中
之
条
誌
編
集
委
員
会

経
過
報
告

編
集
委
員
長

中
澤

賢

上
田
市
「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ

プ
応
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

平
成
二
十
四
年
四
月
よ
り
編
集
を

開
始
し
た
「
中
之
条
誌
」
も
、

今
年
二
月
ま
で
に
十
回
の
編
集
会

議
を
経
て
、
今
後
八
月
ま
で
に
各

項
目
の
予
定
ペ
ー
ジ
数
の
決
定
、

来
年
一
月
か
ら
ゲ
ラ
刷
り
、
校
正

を
繰
り
返
し
、
そ
の
後
書
籍
の
体

裁
決
定
、
出
版
社
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
、
平
成
二
十
八
年
十
二

月
発
刊
を
目
指
し
、
編
集
委
員
一

同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
役
員
紹
介

刊
行
会
長

田
中

正
雄

刊
行
副
会
長

西
澤

孝
夫

編
集
委
員
長

中
澤

賢

編
集
副
委
員
長

西
澤

俊
郎

幹
事
・
会
計

塚
田

吉
和

編
集
委
員

中
澤

照
夫

編
集
委
員

布
施

広

編
集
委
員

西
澤

誠

編
集
委
員

西
澤

信
義

編
集
委
員

中
澤

伸
夫

編
集
委
員

三
宅

彰

編
集
委
員

西
澤

健
司

編
集
委
員

中
澤

俊
一

編
集
委
員

吉
原

弘
隆

編
集
委
員

中
澤

史
典

刊
行
支
援

阿
部

二
郎

刊
行
支
援

小
林

千
洋

刊
行
支
援

丸
山

正
幸

刊
行
支
援

滝
澤

淳


